
－第68次発掘調査現地説明会資料－

THE EXCAVATION OF YANAGINOGOSYO SITE 

「鳥獣戯画」のキャラクターを使って、発掘作業の様子を描いてみました

●日時：平成19年10月13日(土)　午後1時～
●場所：平泉町柳之御所遺跡

岩手県教育委員会
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はじめに 

 

柳之御所遺跡は、源義経最期の地と伝えられる高館の南東、北上川西岸と猫

間が淵に挟まれた標高約 25ｍに立地し、約 11 万平方メートルという広大な面積

を有する遺跡です。 

 当遺跡は奥州藤原氏の初代清衡、二代基衡の居館あるいは義経の居所と伝承

されてきた遺跡ですが、北上川による浸食のために大部分が流失していると考

えられていました。ところが昭和 63 年(1988)から行われた大規模な発掘調査に

より、12 世紀奥州藤原氏に関連する遺構・遺物が大量に発見されました。その

結果、古代から中世へと日本の歴史が大きく変わる時代の居館を伝える全国的

にも数少ない遺跡として、平成９年(1997)に国の史跡に指定されています。また、

これまでに柳之御所遺跡に隣接する猫間が淵跡なども追加指定され、平成 20 年

(2008)に世界遺産登録を目指している「平泉―浄土思想に関連する文化的景観」

のコアゾーンの一つとなっています。 

これまでの調査結果から、柳之御所遺跡は鎌倉幕府によってつくられた歴史

書『吾妻鏡
あづまかがみ

』に見える「平泉館
ひらいずみのたち

」と考えられており、岩手県教育委員会では、

遺跡の内容を正確に把握するとともに整備復元の基礎となる詳細なデータを収

集する目的で、平成 10 年(1998)より柳之御所遺跡の発掘調査を本格的に実施し

ています。また、柳之御所遺跡が学びの場として広く活用されることを願い、

平成17年度より史跡公園に向けた工事を進め、昨年度は園池が完成しています。 

今年度の第 68 次調査は、①伽羅楽側から南北にのびる道路状遺構が谷の部分

でどのようになっているのか（北区）、②遺跡南東端で二重堀がどのようになっ

ているのか（南区）を主な目的で発掘調査を進め、以下にご紹介するような成

果が得られました。 
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第 68 次調査の概要 
調査期間  平成１９年５月７日～10 月 19 日 

調査面積  約 1,600 ㎡（合計） 

調査担当者 吉田 充 岩渕 計 西澤正晴 

 
昨年までは遺跡内部の調査を中心に行ってきましたが、今年度からは遺跡周

縁部の調査を行っています。今年は遺跡東端（北区）と南端部分（南区）にな

ります。 
 
１．調査成果 
北区 道路状遺構の延長を確認する目的のため遺跡東端の一段低い部分に設

定した調査区です。北を 50 次調査、南を 49 次調査によって囲まれた部分が今

回の範囲となります。過去に 1 度（37 次調査）調査が行われていましたが面的

な調査は初めてとなります。 
 調査の結果、通常遺構が堀込まれている黄色の強い土層とは異なり、調査区

中央部に黒褐色の土が大きく広がっている事が確認されました。この範囲を

徐々に掘り下げることによって、以下のことが明らかとなりました。 
①黒褐色土の広がりの範囲は 12 世紀以前すくなくとも 10 世紀前半までは自

然の沢地形であった。（火山灰の確認） 
②自然堆積と考えられる層のすぐ上に人為堆積層（整地層か）が 2 面確認され

た。そのうち下面は直接年代を示す手がかりはないが層序から 12 世紀の可

能性が高いと考えている。 
③この人為堆積層は形成以降度重なる流水によって削平→整地が繰り返され

ている。 
④人工的な大溝や堀跡のような遺構、船着き場など従来考えられていた遺構

はこの範囲内では確認できなかった。 
⑤道路遺構を積極的に肯定する痕跡は発見されなかった。 
これらの点から 12 世紀当時は、調査範囲内で確認された黒褐色土の広がりは

自然の沢の上を整地によって埋めていたことがわかりました。この「整地」が

どの程度の厚さで行われていたか、あるいは何を目的としていたかは度重なる

流水によってけずり取られてしまっていたためわかりませんでした。ただ、沢

の南北でもすでに傾斜していることから、整地されていたとしてもある程度は

低くくぼんだ状態であったと予想されます。 
 
南区 堀跡の末端を確認する目的で遺跡南端に設定しました。北区の真南に

あたります。堀跡調査の 1 年目になります。今後 3 年にわたって堀跡の調査を
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継続していく予定です。これまでの調査では、①2 本の堀が同時にあったか否か、

②12 世紀の初めから堀があったのか、③遺跡の最終段階まで堀が残っていたの

か、④堀の南端の状況は？など数多くの課題が残されています。今年度は④を

主な目的としています。 
今年度は以下のことが明らかになりました。 
外堀は一部のみが調査区内に存在し、大部分が調査範囲外に広がっていくこ

とがわかりました。また、大きくけずりとられたような痕跡があらためて確認

できました。 
内堀は堀の南側面が開いている状況を確認しました。これが元々開いていた

のか、後世に削平された結果なのか今のところわかりません。また、外堀とこ

の部分の関係も今回は明確にすることが出来ませんでした。 
これらの問題点は来年度さらに調査範囲を拡張して明らかにできればと思い

ます。 
 
出土遺物 整理箱 35 箱分の遺物が出土しています。ほとんどがかわらけと呼

ばれる素焼きの土器です。まだ整理中なので詳細は今後になりますが、例年以

上に出土しています。これらの多くは流水によって遺跡の内部から運ばれたも

ので、原位置を保っていません。そのほか下駄などの木製品が比較的多く出土

しています。低い土地の調査区のため腐らずに残っていました。 
 
 
２．まとめ 

 北区における調査の結果、調査区のうち一段低い部分は、猫間が淵とよばれ

る沢と非常によく似た地形であることがわかりました。猫間が淵には堀が構築

されましたが、東側の低地は「整地」が行われていました。堀跡や溝のような

大がかりな遺構は確認できず、12 世紀当時は埋められていたことが確認できま

した。今回の調査範囲内では残存状態が悪いためどの程度の厚さまで盛られて

いたかまではわかりませんでしたが、これまでは遺跡南から延長すると考えら

れていた道路跡が、調査状況から延長しない可能性がでてきました。また、こ

の部分が埋められていた状態であったことは船着き場や堀という考えを否定す

る事実として重要なことと考えています。 
 今後このような調査成果を遺跡整備のみならず平泉研究においても役立てて

いきたいと考えています。 
 
最後になりましたが、いつもご迷惑をかけながらもあたたかいご支援をいた

だいている近隣の皆様、平泉町の皆様にはこの場を借りて感謝申し上げます。 
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調査区全景（中央黒褐色部分が谷、北西から撮影）

谷部分の土層断面（北から撮影）

灰白色火山灰

整地層

整地層
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園池復元完成写真（水を入れた状態）

園池発掘調査状況写真
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